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学位(博士)論文審査及び最終試験の終了報告書

学位(博士)の申請に対し，学位論文の審査及び最終試験を終了したので，下記のとお

り報告します。

記

申 圭百吾孟円三 者
専攻名 海洋環境学専攻氏名 吉田 隆太学籍番号 118607J

(琉球大学学位規則第6条第2項に該当する者)

指 導 教 員 名 広瀬裕一

. 

成 績 音干 価 学位論文 ⑪ 不合格 最終試験 ⑨ 不合格
Taxonomical studies ofpeltogasrids (Crustacea， Cirripedia， Rhizocepha1a)組 d

苔HE問h 文 題 目 their geographical variation of the choice of the host hermit CI油s

(ナガブクロムシ(甲殻亜門、蔓脚下綱、根頭上目)の分類学的研究と宿

主ヤドカリ選択の地理的変異)

審査要旨 (20 0 0字以内)

フクロムシはフジツボに代表される蔓脚下綱の甲殻類であるが、 他の甲殻類への寄生に特化した 『甲

殻類では最も甲殻類ら しくない甲殻類』 として知られている。カニに寄生するフク ロムシについては、

発見が容易なこともあり、比較的よく研究がなされてきている。一方、ヤドカリに寄生するフクロムシ

(次頁へ続く )



く

審査要旨

(ナガフクロムシ科のフクロムシ)は、宿主が利用する貝殻を取り除かなければ発見できないために種

多様性の知見が極めて乏しい分類群であり、沖縄や台湾においてはその分布が報告されていなかった。

本研究は台湾・沖縄および白浜(紀伊半島) 、・下回(伊豆半島) ・三崎(三浦半島)、館山(房総半

島)の潮間帯・潮下帯に生息するヤドカリの腹部に寄生するフクロムシについて記載分類学的な研究を

進めるとともに、フクロムシと宿主の組み合わせが地理的に変わってゆく傾向が認められることを明ら

かにしている。分類学的研究においては、成体の外部形態、および組織切片に基づく内部構造をもとに種

分類に必要な分類形質を精査し、 l新属を含む3新種の記載を行なっている。これは、ナガフクロムシ

科では世界で 25年ぶりの新種記載となるが、この他にも未記載種と考えられる標本が得られており、こ

の分類群の種多様性は従来推定されていた以上に高いものと考えられる。さらに、可能な限りノープリ

ウス幼生・キプリス幼生の形態を比較して分類形質に利用し、外套腔内腔の retinaculaの形態を分類形

質と し寸評価する試みを行なっている。さらに、過去の研究者による種同定の誤りを修正できた点も、

本分類群における重要な貢献として評価される。

フクロムシの宿主特異'性は比較的ルーズであることが知られており、一種のフクロムシが複数種の宿

主に寄生する事例はこれまでも報告されている。本研究でも、 例えばナガフクロムシ Peltogaster

posticaの寄生が 4種の Pagrus属ヤドカリで確認されている。台湾と沖縄ではこのうち 3種の宿主ヤド

カリが分布しているが、台湾では Pagrusangustasのみが宿主として利用され、沖縄では P.miniatus 

のみが利用されることがわかった。同様に、本州においても、より西の調査地では P. nigrivittaCus 

が、より東ではP.fi1foliが宿主として選択される傾向が認められた。以上の.知見から、ナガフクロム

シにおける宿主の選択では単に宿主種が選択されているのではなく、宿主種の生息する微小環境も重要

であることが示唆されている。これは、フクロムシ 宿主の種間関係とその多様性の理解に新たな視点

を供するものである。

以上の成果は、詳細な観察をもとにフクロムシと宿主種を正確に種同定するとともに、精力的なフィ

ールド調査によるデータの蓄積を基盤とするもので、博士論文として求められる学術的水準を満たして

いると判断される。これまでに本研究の成果の一部は 4編の論文(全てレフェリー付きの全国誌または

国際誌)として発表されている。これは短縮修了の要件(琉球大学学位規則第 6条第2項に該当)を満

たしている。

最終試験(博士論文発表会、平成25年8月9日)において質疑を行ない、その後審査委員会で審議を行

なった。その結果、本審査論文が学位(博士)論文として充分な内容を備えていると判断し、全員一致

で最終試験・学位論文ともに合格と決定した。


